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• 議会広報委員会では､｢議会だより｣の表紙写真を村
民の皆さまから募集しています。人物、風景、家族
写真などテーマは自由です。なお、選考は議会広報
委員会で行います。

●連 絡 先
　北中城村役場議会事務局
　 〒901-2392　沖縄県北中城村字喜舎場426-2
　 TEL（098）935-4848／ＦＡX（098）935-4848
　 Eメール　gikai@vill.kitanakagusuku.lg.jp
　 ※写真の返却をご希望の場合は、申し込み時にお伝えください。

表紙写真を募集しています！

令和４年３·４·５月臨時議会·６月定例議会

も く じ 　 　 　 　 　 　 　 　  

■ 予算関係 （６月定例議会） ２

■ 条例・請願・陳情・契約 ３

■ 一般質問  ４～１4

■ 選挙運動の公費負担に関する条例  １5

■ 村議会基本条例・編集後記  １6

青少年育成村民大会「中学生の主張」

議会HPは
コチラから
Check! Vol.102

2022年８月発行
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（第１０２号）

（喜屋武すま子）

主
な
質
疑

　

５
款
１
項
５
目
１
２
節
２
，
２
８
９

万
４
，
０
０
０
円
の
安
谷
屋
第
２
地
区

設
計
業
務
変
更
は
、
二
重
払
い
に
な
る
の
か
。

　

貯
水
池
を
計
画
し
て
い
た
が
、
土
地

は
相
続
が
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
な
く
、
相

続
の
権
利
を
持
つ
方
と
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
交

渉
を
続
け
て
き
た
。
相
続
問
題
が
整
理
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
県
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
令

和
９
年
ま
で
に
整
備
し
て
ほ
し
い
と
指
導
を
受

け
て
い
る
。
工
事
に
必
要
時
間
を
加
味
す
る
と

貯
水
池
の
位
置
を
変
更
す
る
必
要
が
出
て
き
た
。

当
初
設
計
業
務
は
、
補
助
金
で
業
務
を
行
っ
た
。

こ
れ
を
見
直
し
す
る
た
め
に
単
独
費
で
予
算
計

上
し
て
い
る
。

　

地
権
者
と
の
課
題
が
あ
り
、
場
所
変

更
と
な
っ
て
新
た
な
設
計
業
務
が
発
生

し
た
。
設
計
前
の
調
査
不
足
、
地
権
者
と
の
コ

ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
と
い
う
気
が
す
る
。

　

当
時
、
土
地
の
管
理
者
が
同
意
を
し

た
こ
と
も
あ
り
、
合
意
が
得
ら
れ
て
い

る
と
判
断
し
、
こ
の
事
業
を
進
捗
し
て
き
た
と

考
え
る
。
や
は
り
調
査
不
足
で
あ
っ
た
と
感
じ

る
。
現
在
進
捗
率
は
、
40
％
ほ
ど
進
ん
で
い
る
。

変
更
設
計
業
務
を
行
わ
な
い
場
合
、
完
全
に
頓

挫
す
る
形
に
な
る
の
で
避
け
た
い
。

　

最
小
限
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
。
こ
う
い
う
事
例
が
今
後
発
生
し

な
け
れ
ば
い
い
と
考
え
る
。

令和２年度決算

〇企画費　工事請負費…………………………………………………………… 2,486万円
　（地上デジタル放送無線共聴整備更新工事　安谷屋・石平地区）

〇通学バス積立基金
　（北中城中学校バス理事会移管金）………………………………………… 1,460万円

〇選挙公営費（村議会議員選挙費　負担金、補助金）
　（候補者運動用はがき）……………………………………………………… 1,109万円
　（選挙運動費用負担金）……………………………………………………… 4,445万円

〇児童福祉総務費　扶助費……………………………………………………… 2,595万円
　（子育て世代生活支援関連特別給付金）
　（その他世帯給付金　子ども１人当たり５万円の４８０人分）

〇農地費委託料…………………………………………………………………… 2,289万円
（安谷屋第２地区かんがい施設貯水池変更設計業務）

〇商工振興費　委託料……………………………………………………………… 100万円
　　　　　　　負担金、補助金及び交付金…………………………………… 2,242万円
　（�地方創生臨時交付金を活用した特産品高付加価値化　村特産品パッションフルーツ
出荷用化粧箱デザイン委託料）

地方債補正　安谷屋第２地区かんがい施設整備事業に係る
　　　　　　一般単独事業債　限度額……… 1,630万円

昨年の人事院勧告に基づき、職員及び特別職（村長0.1月、
議員等0.1月）の期末手当等の減額補正を含む。

歳入歳出予算総額　82億3,087万円
主な歳出補正

(第１号)�令和４年度 一般会計補正予算
１億7,087万円を増額 原案

可決

６月定例会６月定例会



（3）（稲福　恭秀）

請願・陳情、条例、契約の審議結果請願・陳情、条例、契約の審議結果
　　

　　

議案第29号　�北中城村議会議員及び北中城村長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の制定について

　公職選挙法の一部を改正する法律の施行による選挙公営制度の拡大に伴い、村議会議員選挙及
び村長選挙における立候補の機会均等を図るため、必要な事項を定めるもので、選挙運動用自動
車の使用、選挙運動用ビラ、選挙運動用ポスターの作成の公費負担について明記している。

発議第１号　北中城村議会基本条例の制定について
（提案理由）議会は村民の代表機関として、民主主義の発展と村民福祉の向上のために果たすべき
役割は、ますます重要になっていく。議会が持つ機能を十分に駆使して、自治体事務の立案、決定、
執行、評価における、論点、争点を自由かっ達な討議を通して、広く村民に明らかにし、公開す
ることは討論の場である議会の大切な使命である。我々は積極的な情報公開，政策活動への多様な村民参加の
推進、議員間の自由な討議の展開、村長等の執行機関及びその職員との持続的な緊張の保持、議員の自己研鑽
と資質の向上、公正性と透明性の確保、議会活動を支える体制の整備等について、この条例に定めて、村民に
信頼される議会を構築することを決意し、条例を制定する。

４月１５日　臨時議会
議案第25号　�安谷屋第２地区かんがい施設工事（４工区）改定工事契約について
・原請負金額を１２，２２１，０００円増額し、改定契約額６０，２３６，０００円とする。
　〈北谷町字上勢頭５２７ー１　有限会社　島設備〉

５月２５日　臨時議会
議案第26号　�北中城村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
【�令和３年人事院勧告及び沖縄県人事委員会勧告に基づき期末手当の改定をするもので、第 23
条第２項、第３項の期末手当を減額する】

　〈反�対討論〉コロナ禍の中で、職員は過重な事務を国からの委託を受けている状態である。今回コロナ禍では
今までと違う状況でしっかりした業務と見合う給与を与えてもしかるべきである。令和３年度の人事院勧
告は民間企業との格差と公務員職場環境の改善の２つを議題として提起している。その両方を見据えて社
会状況も含めた判断をもらえなかったのは非常に残念であり、職員給与条例の改正に反対する。

　〈賛�成討論〉過去に遡ること職員の皆さんは、先輩の皆さんの時代から春闘でベースアップを勝ち取ってきた
生活給の対価であることは周知のとおりである。新型コロナ禍、ウクライナへのロシア侵攻問題と、世界
経済はもとより日本経済までが非常なまでの冷え込み、物価高、食糧危機が国民に重くのしかかって来る
ことを大変危惧している。条例の一部改正の提案は、職員の皆さんには苦渋の選択と察する。昨今の社会
情勢を鑑み賛成討論する。

　〈賛�成討論〉人事院勧告制度は、団体交渉、争議権等を制限された公務員の給与を適正にするため、人事行政
に関する専門的中立機関の判断に委ねられている。これらの勧告は、法律上、国または地方公共団体を拘
束するものではないが、制度の趣旨に十分尊重されるべきものと考える。また、この条例に対して修正す
るとなると、一部事務組合もあり市町村にまたがり給与体系が壊れてくると懸念がある。よって、原案に
対し賛成する。

議案第27号　�北中城村特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例の一部を改正する条例について　

【�令和３年人事院勧告及び沖縄県人事委員会勧告に基づき期末手当の改定をするもので、第４条
の期末手当を減額する】

議案第28号　�北中城村議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例について

【�令和３年人事院勧告及び沖縄県人事委員会勧告に基づき期末手当の改定をするもので、第５　
　　　　　条第３項の期末手当を減額する】

可決
全会一致

可決
全会一致

可決
全会一致

可決
全会一致

可決
全会一致

可決
賛成多数

（第１０２号）



村政を問う村政を問う！！
令和４年６月
定例議会

一般質問の議会録要約文は本人執筆、議会広報委員でチェックして掲載

一般質問者

10人 来ませんか

議会
に
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（第１０２号）

①北中城村通学バス有料それとも無料

②資源ゴミ収集運搬業務の委託料は

4 8p金城　高治  議員………

①ひまわり畑の今後について

②仲順ライカム線居酒屋吉嶺西側交差点信
号機設置について

③資源ゴミ回収と委託契約について

2 6p比嘉　次雄  議員………

①投書箱の設置について

②コピー機とＦＡＸの設置を

③北中城村民平和の日を設けて

3 7p喜屋武すま子 議員……

1 5p比嘉　盛一  議員………
①公営墓地をどう運営していくか

②高齢難聴者への補聴器購入助成

①子どもの心と体の状況について

②学校の役割と家庭・地域・社会の役割

③北中城中学校初代校長の教育方針について

④ゲートボール休憩施設の老朽化対策について

5 9p大城　律也  議員………

7 11p比嘉　義弘  議員………
①村内の放置物件や不法投棄について

②イオンと徳洲会病院に架かる高架橋について

③村民体育館の設備等に関して

④福祉農業の事業計画

①コミュニティバス実証実験拡充の目的は

6 10p稲福　恭秀  議員………

①指定管理となったしおさい市場の赤字
解消を

②教員の働き方について

③アリーナ建設事業を見直し早期実現を

9 13p安里　道也  議員………

①村合同慰霊祭を

②平和を考えるサークル部活設置を

③子育て応援を

10 14p山田　晴憲  議員………

①キャンプ瑞慶覧ロウワープラザ地区の返還に
ついて

②先行取得したサウスプラザ地区の土地について

③資源ゴミ収集業務委託ついて

8 12p伊集　守吉  議員………
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公
営
墓
地
の
運
営

に
つ
い
て
村
民
の
声

を
聴
い
た
か
。

　

公
営
墓
地
に
応
募

し
た
ほ
ぼ
全
員
の
方

か
ら
、落
選
し
た
場
合
の
対

応
と
し
て
救
済
措
置
を
設
け

る
よ
う
に
と
の
要
望
が
あ
っ

た
。村
と
し
て
追
加
募
集
を

検
討
し
て
い
る
。

　

過
去
５
年
間
の
村

民
の
墳
墓
建
立
に
つ

い
て
追
跡
調
査
の
結
果
を
問

う
。

　

申
請
墳
墓
基
数
51

基
、
申
請
者
48
名
と

な
っ
て
い
る
。
回
答
件
数
が

43
件
、
そ
の
内
、
生
前
墳
墓

建
立
は
４
件
で
あ
る
。

　

公
営
墓
地
に
お
け

る
生
前
の
墳
墓
建
立

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

今
回
の
50
区
画
募

集
に
対
し
88
件
の
応

募
が
あ
っ
た
。
今
回
は
特
に

墳
墓
が
必
要
と
さ
れ
る
方
が

38
名
落
選
す
る
。
つ
い
て
は

生
前
の
墳
墓
建
立
に
つ
い
て

は
時
期
尚
早
と
考
え
る
。

　

今
後
の
公
営
墓
地

に
対
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
問
う
。

　

今
後
の
公
営
墓
地

に
つ
い
て
は
長
期
的

な
ス
パ
ン
で
埋
め
て
い
く
と

い
う
感
覚
で
考
え
て
い
る
。

生
前
予
約
を
す
る
と
、
投
機

的
な
目
的
で
、
そ
れ
に
参
加
、

応
募
等
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、

当
初
か
ら
時
期
尚
早
だ
と
い

う
感
覚
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
公
募
は
需

要
が
供
給
を
上
回
る

結
果
と
な
っ
た
が
、
今
後
、

申
し
込
み
が
落
ち
着
い
て
き

た
場
合
、
生
前
墳
墓
建
立
も

認
め
る
か
。

　

今
後
の
生
前
墳
墓

建
立
に
つ
い
て
は
状

況
に
よ
っ
て
は
検
討
し
て
い

く
。

　

納
骨
堂
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
３
月
議

会
で
、
公
募
か
ら
随
時
受
付

に
変
更
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
し
っ
か
り
と
規
定

に
盛
り
込
ん
で
あ
る
か
。

　

納
骨
に
つ
い
て
は
、

死
亡
届
を
提
出
す
る

際
、
対
応
は
で
き
る
の
で
規

則
に
は
盛
り
込
ん
で
い
な
い
。

今
後
、
募
集
要
項
等
に
明
記

す
る
。
募
集
要
項
、
要
領
等

に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
例

規
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

加
齢
性
難
聴
者
補

聴
器
購
入
の
助
成
制

度
の
導
入
を
検
討
し
て
ほ
し

い
。

　

聴
覚
障
害
に
よ
る

身
障
者
手
帳
所
持
者

や
軽
度
・
中
等
度
難
聴
の
児

童
に
対
し
て
は
助
成
制
度
が

あ
る
。
障
害
に
至
ら
な
い
難

聴
の
あ
る
高
齢
者
に
は
介
護

予
防
や
認
知
症
予
防
の
側
面

に
加
え
、
ご
本
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
向
上
さ
せ
る
意
味
に
お
い

て
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
助
成
制
度
の
創

設
に
向
け
て
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

比嘉　盛一 議員

●公 
営
墓
地
を

　
ど
う
運
営
し
て
い
く
か

北中城村公営墓地

詳細は
動画から
Check!

高齢難聴者への
補聴器購入助成
村長…検討する
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第
７
回
目
か
ら
行

政
主
導
で
場
所
も
北

中
城
団
地
南
側
の
広
大
な
面

積
で
の
祭
り
は
10
回
目
ま
で

成
功
事
例
が
な
く
終
了
し
た
。

村
長
も
施
政
方
針
、
ま
つ
り

実
行
委
員
会
の
中
で
も
今
後

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
は
開
催
し

な
い
と
断
言
し
て
い
る
、
そ

の
広
大
な
畑
の
面
積
、
地
権

者
数
、
賃
貸
料
、
原
状
回
復

と
今
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
伺
う
。

　

面
積
２
万
２
，
８

０
７
平
米
、
地
権
者

数
８
名
、
賃
借
料
は
無
償
で

あ
る
。
遊
歩
道
の
砂
利
撤
去

作
業
と
除
草
作
業
を
行
い
地

権
者
へ
返
還
の
予
定
。
跡
地

利
用
は
考
え
て
い
な
い
。

　

畑
の
状
況
を
見
る

と
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
起

も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

畑
の
状
況
確
認
を

し
て
い
な
い
た
め
確

認
後
地
主
と
相
談
す
る
。

　

交
通
量
の
多
さ
や

危
険
な
交
差
点
だ
け

で
な
く
通
学
路
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
等
仲
順
側
か
ら
は
道
幅

が
狭
く
歩
道
も
な
い
。
信
号

機
設
置
が
望
ま
れ
る
が
。

　

当
該
交
差
点
は
見

通
し
が
悪
い
こ
と
か

ら
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
し

視
認
性
の
改
善
に
努
め
て
い

る
。
信
号
機
設
置
の
指
針
で

信
号
機
設
置
及
び
撤
去
の
要

件
が
示
さ
れ
て
お
り
、
現
状

に
お
い
て
の
設
置
は
難
し
い
。

　

雨
が
降
ら
な
い
日

に
回
収
し
な
い
理
由

は
。

　

委
託
回
収
業
者
が

午
前
８
時
か
ら
８
時

30
分
の
間
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
確
認
サ
イ
ト
４
社
、
ヤ

フ
ー
、
気
象
庁
、
グ
ー
グ
ル
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
か
ら
の
予
報
を
総

合
的
に
判
断
し
て
い
る
。

　

契
約
相
手
側
、
契

約
に
当
た
っ
て
の
条

件
は
。

　

契
約
の
相
手
側
は

北
中
城
村
の
一
般
廃

棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
。

　

契
約
の
条
件
は
、
村
内
よ

り
排
出
さ
れ
る
資
源
ゴ
ミ
を

北
中
城
村
一
般
廃
棄
物
処
理

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
適
正

に
円
滑
な
収
集
運
搬
が
で
き

る
業
者
で
あ
る
。

　

今
年
度
契
約
相
手

が
変
わ
っ
た
要
因
は
。

　

令
和
３
年
度
契
約

業
者
が
令
和
４
年
度

予
算
額
で
は
受
託
で
き
な
い

旨
の
回
答
が
あ
り
契
約
締
結

に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

不
法
投
棄
パ
ト

ロ
ー
ル
委
託
契
約
と

は
。

　

村
内
の
一
般
廃
棄

物
収
集
業
者
が
行
い
、

内
容
に
つ
い
て
は
22
時
か
ら

朝
５
時
ま
で
の
間
で
２
時
間

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
月
の

回
数
の
う
ち
１
回
を
深
夜
帯

に
発
見
し
た
不
法
投
棄
物
の

除
去
等
。

比嘉　次雄 議員

詳細は
動画から
Check!●ひまわり畑の

　　　　今後について

不法投棄

資源ゴミ回収と
委託契約について

仲順ライカム線
居酒屋吉嶺西側交差点
信号機設置について
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以
前
第
二
庁
舎
入

口
近
く
に
投
書
箱
が

設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在

は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
な

ぜ
、
投
書
箱
が
な
く
な
っ
た

の
か
。　

投
書
箱
は
、
現
在

も
同
じ
場
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
来
庁
さ
れ

る
方
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
設
置
さ
れ
た
注
意
喚
起
掲

示
板
の
裏
に
隠
れ
て
し
ま
い
、

確
認
し
づ
ら
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

　

投
書
箱
は
、
住
民

の
皆
様
か
ら
村
の
業

務
に
関
す
る
意
見
や
苦
情
な

ど
を
頂
き
、
よ
り
よ
い
む
ら

づ
く
り
に
生
か
す
た
め
の
制

度
で
は
な
い
か
。
村
民
の
皆

様
と
と
も
に
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
本
村
に

と
っ
て
村
民
の
声
を
聞
く
投

書
箱
の
設
置
は
、
必
要
だ
と

考
え
る
が
当
局
の
考
え
は
。

　

投
書
箱
は
、
住
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
や
苦
情
な
ど
を
広
く
聞
き
、

よ
り
よ
い
村
政
運
営
に
生
か

す
た
め
の
手
法
だ
と
考
え
る
。

今
後
も
投
書
箱
の
設
置
は
必

要
だ
と
考
え
る
。

　

問
い
合
わ
せ
や
苦

情
な
ど
が
あ
っ
た
ら

投
書
箱
が
あ
り
ま
す
よ
と
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
電
話
で

も
受
け
付
け
る
と
広
報
な
ど

で
周
知
も
必
要
と
思
う
が
、

当
局
の
考
え
は
。

　

村
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
と
い
う
意

味
で
は
、
周
知
活
動
は
必
要

か
と
思
う
。

　

今
や
多
く
の
村
民

が
携
帯
電
話
を
保
持

し
、
固
定
電
話
を
使
用
し
て

い
る
方
は
、
少
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
。
自
宅
に
コ
ピ
ー
機

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
供
え
て
い
る
住

民
は
、
多
く
な
い
。
ま
た
メ

ー
ル
の
や
り
と
り
も
ま
だ
少

数
派
で
あ
る
。
住
民
は
役
場

等
の
手
続
き
に
何
か
と
書
類

の
写
し
を
求
め
ら
れ
た
り
、

関
係
機
関
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
る

等
の
場
面
に
あ
っ
た
り
す
る
。

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
も
住
民
生
活
課
の
あ
る

ロ
ビ
ー
に
コ
ピ
ー
機
と
Ｆ
Ａ

Ｘ
を
供
え
て
住
民
の
利
便
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

本
村
で
も
来
場
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
機
能
は
な

い
が
、
有
料
の
コ
ピ
ー
機
を

第
二
庁
舎
２
階
健
康
保
険
課

前
に
設
置
し
て
い
る
。

　

本
村
も
平
和
を
希

求
す
る
村
と
し
て
平

和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
平
和
活
動
の
歴
史
を

刻
ん
で
い
る
。
だ
が
、
昨
今

の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
私
た
ち
は
、
あ
ら
た
め

て
命
ど
ぅ
宝
の
精
神
に
思
い

を
馳
せ
て
い
る
。
二
度
と
沖

縄
を
戦
場
に
さ
せ
な
い
た
め

に
も
北
中
城
村
民
平
和
の
日

を
設
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

平
和
へ
の
希
求
を
求
め
る
必

要
が
あ
る
。

　

今
は
、
特
定
の
日

を
「
平
和
の
日
」
と

し
て
制
定
し
て
い
な
い
が
、

広
く
意
見
を
徴
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●投 
書
箱
の

設
置
に
つ
い
て

投書箱周辺は、見える形で改善された

詳細は
動画から
Check!

コピー機と
ＦＡＸの
設置を

北中城村民
平和の日を設けて

喜屋武すま子 議員
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検
討
委
員
会
が
開

か
れ
、
そ
の
中
で
通

学
バ
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
経
過
と
概
要
は
、
ど
の
様

に
な
っ
た
の
か
伺
う
。

　

主
に
検
討
さ
れ
た

内
容
が
無
償
で
運
行

す
る
か
、
有
償
で
運
行
す
る

か
。
そ
し
て
運
行
ル
ー
ト
の

遠
方
地
区
を
含
め
て
ど
こ
ま

で
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る
か
と

言
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

有
料
に
な
る
の
で

あ
れ
ば
、
村
全
体
を

走
る
の
で
は
な
く
、
島
袋
自

治
会
が
、
今
ま
で
通
り
行
っ

て
い
た
方
が
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
の
か
。
通
学
バ
ス
を

村
全
体
に
回
す
こ
と
は
財
政

が
逼
迫
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

有
償
、
無
償
、
こ

れ
か
ら
決
定
す
る
事

で
基
本
的
に
は
使
用
料
条
例

を
作
っ
て
展
開
し
て
い
き
、

無
償
で
あ
れ
ば
必
要
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

通
学
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
私
は
以
前
か

ら
非
常
に
厳
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。
今
、
中
学
校

だ
け
で
は
な
く
小
学
校
ま
で

バ
ス
を
運
行
さ
せ
て
ほ
し
い

と
言
う
声
が
上
が
っ
て
い
る

が
、
北
中
城
村
の
財
政
は
余

計
に
逼
迫
す
る
の
で
は
な
い

の
か
。
運
行
と
な
れ
ば
バ
ス

の
購
入
や
運
転
手
の
確
保
が

必
要
に
な
る
の
で
、
非
常
に

厳
し
い
運
営
に
な
る
と
思
う
。

村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

指
摘
の
よ
う
に
運

転
手
の
確
保
は
大
変

苦
慮
し
て
い
る
。
今
後
、
検

討
委
員
会
の
答
申
を
受
け
判

断
し
た
い
と
考
え
る
。

　

ゴ
ミ
収
集
委
託
料

全
体
で
約
７
，
１
０

０
万
円
出
て
い
る
が
、
内
訳

と
今
年
度
か
ら
資
源
ゴ
ミ
回

収
業
者
が
変
わ
っ
て
い
る
が

な
ぜ
な
の
か
。
そ
の
中
か
ら

細
か
く
質
問
し
た
。
不
法
投

棄
処
理
委
託
料
70
万
円
の
内

訳
を
伺
う
。

　

内
訳
は
、
テ
レ
ビ

10
台
、
冷
蔵
庫
10
台
、

洗
濯
機
10
台
、
エ
ア
コ
ン
10

台
、
放
置
自
動
車
1
台
、
動

物
死
骸
処
理
70
件
と
な
っ
て

い
る
。　

不
法
投
棄
監
視
業

務
委
託
料
50
万
円
と

あ
る
が
、
将
来
的
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
は
。

　

今
後
十
分
検
討
に

値
す
る
と
思
う
の
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

資
源
ゴ
ミ
回
収
運

搬
業
務
の
委
託
業
者

が
、
納
得
い
か
な
い
と
い
う

声
が
あ
っ
た
。
村
長
は
前
の

業
者
と
話
し
を
し
た
の
か
。

　

私
は
そ
の
方
と
の

面
識
は
な
い
。
所
管

課
か
ら
決
裁
文
書
を
見
た
だ

け
の
判
断
で
あ
る
。

　

委
託
業
者
と
い
う

の
は
、
行
政
が
育
て

る
意
味
で
も
、
慎
重
に
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

　

行
政
が
育
て
る
意

味
で
も
あ
り
、
ま
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

く
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
基
本

理
念
に
基
づ
い
て
処
理
業
務

を
し
っ
か
り
堅
特
し
て
い
き

た
い
。

詳細は
動画から
Check!

金城　高治 議員

資
源
ゴ
ミ
収
集
運
搬
業
務

の
委
託
料
は

※
他
、女
性
長
寿
日
本
一
に
つ
い

て
も
質
問
を
し
た
。

●北中城村通学バス
有料それとも無料

どうなる通学バス



（9）

（第１０２号）

　

全
国
の
子
ど
も
の

問
題
行
動
等
の
状
況

に
つ
い
て
平
成
30
年
度
は
、

不
登
校
児
童
生
徒
、
暴
力
行

為
の
発
生
件
数
、
い
じ
め
の

発
生
件
数
は
相
当
数
に
上
が

っ
て
い
る
。
憂
慮
す
べ
き
状

況
で
あ
る
。
本
村
の
実
態
に

つ
い
て
確
認
す
る
。

　

問
題
行
動
の
現
状

は
令
和
３
年
度
、
不

登
校
児
童
生
徒
数
は
小
学
校

で
13
名
、
中
学
校
で
22
名
と

な
っ
て
い
る
。
暴
力
行
為
に

つ
い
て
は
、
小
学
校
で
は
０

件
、
中
学
校
で
は
生
徒
間
暴

力
が
2
件
あ
っ
た
。
い
じ
め

の
発
生
件
数
は
小
学
校
で

1
9
4
件
、
中
学
校
で
18
件

と
な
っ
て
い
る
。

　

家
庭
や
地
域
に
お

け
る
子
ど
も
の
実
態

に
目
を
向
け
た
と
き
、
家
庭

が
第
一
義
的
な
責
任
を
負
う

べ
き
問
題
に
つ
い
て
も
、
学

校
の
先
生
方
が
そ
の
補
完
的

な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

地
域
や
行
政
は
、
こ
う
し
た

現
実
を
直
視
し
て
必
要
な
協

力
や
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
、
家
庭
、
地
域

の
役
割
も
明
確
に
相
互
に
連

携
し
な
が
ら
、
互
恵
的
関
係

を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
学
校
に
お
い

て
は
基
本
的
生
活
習
慣
や
社

会
生
活
上
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ

ー
等
を
家
庭
や
地
域
と
連
携

し
な
が
ら
指
導
し
て
い
る
。

　

学
校
は
誰
が
上
に

立
っ
て
指
導
す
る
か
、

号
令
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
徒
は
伸
び
て
学
校
が
よ

く
な
り
、
村
が
栄
え
て
行
く

の
で
は
な
い
。
生
徒
も
教
師

も
学
校
長
も
、
村
の
人
々
が

仲
間
に
な
っ
て
手
を
結
ん
で

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
く

ま
し
く
頼
も
し
い
生
徒
が
生

ま
れ
、
よ
い
学
校
が
つ
く
ら

れ
、
新
し
い
村
が
つ
く
ら
れ

る
。
中
学
校
初
代
校
長
と
し

て
、
村
の
人
々
と
共
に
生
活

し
、
仕
事
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
教
え
ら
れ
た
。
北
中
城
に

郷
愁
を
覚
え
る
の
も
訓
育
さ

れ
た
結
果
で
あ
る
。
先
人
た

ち
が
取
り
組
ん
で
き
た
教
育

へ
の
熱
い
思
い
で
あ
る
。
先

人
た
ち
の
到
達
点
を
た
ど
り
、

そ
れ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
も
今

後
学
校
運
営
に
参
考
に
な
る

も
の
と
思
い
紹
介
し
た
。

　

学
校
に
お
い
て
は

歴
代
校
長
の
信
念
や

教
育
理
念
が
現
在
の
学
校
の

基
盤
と
な
り
、
そ
の
思
い
は

学
校
経
営
に
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　

鉄
骨
屋
根
の
経
年

劣
化
で
施
設
機
能
の

低
下
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

早
急
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。

休
憩
時
に
施
設
を
利
用
す
る

熱
田
か
り
ゆ
し
会
の
健
康
増

進
の
安
心
・
安
全
な
環
境
に

悪
影
響
を
与
え
て
い
る
。
全

面
的
改
修
工
事
か
屋
根
部
の

補
修
か
選
択
し
て
、
施
設
機

能
の
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

　

熱
田
公
園
内
に
存

す
る
休
憩
施
設
の
老

朽
化
対
策
と
し
て
、
危
険
除

去
を
優
先
し
早
急
に
機
能
が

回
復
で
き
る
よ
う
、
テ
ン
ト

素
材
の
屋
根
を
予
定
し
て
い

る
。

大城　律也 議員

北
中
城
中
学
校
初
代

校
長
の
教
育
方
針
に

つ
い
て

学びや成長を支える地域とともにある学校

●子 
ど
も
の
心
と
体
の

状
況
に
つ
い
て

学校の役割と
家庭・地域・社会の役割

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
休
憩
施
設
の

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

詳細は
動画から
Check!
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令
和
元
年
か
ら
令

和
２
年
に
無
償
実
験

を
開
始
し
て
以
来
、
令
和
３

年
度
に
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
有
償
実
証
実
験
を

拡
充
す
る
計
画
に
つ
い
て
、

３
年
ほ
ど
経
過
し
本
格
運
行

実
施
に
至
っ
て
な
い
が
、
令

和
４
年
度
実
証
実
験
拡
充
の

ね
ら
い
は
何
か
、
こ
れ
ま
で

実
施
し
た
実
証
実
験
で
得
ら

れ
た
成
果
は
あ
る
か
。

　

令
和
元
年
度
11
月

25
日
か
ら
令
和
４
年

２
月
28
日
ま
で
の
観
光
周
遊

バ
ス
利
用
者
数
は
延
べ
１
３
，

３
６
０
人
で
１
日
当
た
り
の

利
用
者
は
１
６
．３
人
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
２
年
度

か
ら
の
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
観
光
客
の
利
用
は
減
少
傾

向
で
あ
る
も
の
の
地
域
住
民

の
利
用
者
数
は
定
着
し
、
増

加
傾
向
で
あ
り
地
域
住
民
に

お
け
る
公
共
交
通
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し

た
実
証
実
験
の
経
費

は
。

　

令
和
元
年
度
１
，

６
２
３
万
円
，
令
和

２
年
度
９
１
１
万
円
、
令
和

３
年
度
２
，
４
９
６
万
円
。

　

令
和
４
年
度
実
施

す
る
実
証
実
験
の
目

的
は
。　

実
証
実
験
の
結
果

よ
り
、
観
光
利
用
メ

イ
ン
か
ら
地
域
住
民
利
用
を

メ
イ
ン
と
す
る
ル
ー
ト
に
変

更
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
し
て
の
維
持
可
能
性

に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を

行
う
。

　

３
年
間
の
実
証
実

験
の
計
画
の
中
で
、

令
和
４
年
度
に
運
行
開
始
と

な
っ
て
い
る
が
、
１
年
延
長

し
て
拡
充
す
る
計
画
に
つ
い

て
、
路
線
の
拡
充
を
す
る
の

か
。

　

全
体
で
25
停
留
所

設
置
、
主
に
バ
ス
が

通
っ
て
い
な
い
地
域
を
中
心

に
村
内
を
網
羅
し
た
形
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
考
え

て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

も
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
利
用
者
が
３
年
間
に
乗

り
降
り
し
た
上
位
３
位
ま
で

の
場
所
は
。

　

利
用
目
的
の
１
位

買
い
物
、
２
位
観
光
、

３
位
集
会
、
習
い
事
。
乗
車

場
所
１
位
イ
オ
ン
モ
ー
ル
、

２
位
Ｅ
Ｍ
ホ
テ
ル
、
３
位
役

場
前
で
降
車
場
所
１
位
イ
オ

ン
モ
ー
ル
、
２
位
中
城
城
跡
、

３
位
中
央
公
民
館
。

　

３
年
間
で
村
民
が

利
用
さ
れ
た
の
は
何

名
か
。

　

村
民
利
用
者
は

57
％
。

　

バ
ス
停
の
数
が
９

か
所
か
ら
25
か
所
に

拡
充
さ
れ
る
が
、
具
体
的
に

バ
ス
停
の
位
置
は
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
出

発
し
て
、
サ
ン
エ
ー

食
品
館
、
島
袋
公
民
館
、
中

部
徳
洲
会
、
村
民
体
育
館
、

中
央
公
民
館
、
中
城
城
跡
、

大
城
地
区
、
荻
道
地
区
、

パ
ー
ク
サ
イ
ド
地
区
、
若
松

公
園
、
北
中
城
村
役
場
、
次

に
仲
順
、
北
中
城
高
校
、
美

崎
、
し
お
さ
い
市
場
、
熱
田
、

和
仁
屋
、
渡
口
、
仲
順
、
役

場
、
あ
や
か
り
の
杜
、
屋
宜

原
、
Ｅ
Ｍ
ホ
テ
ル
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
と
逆
回
り
の
ル
ー
ト
。

　

一
日
何
便
で
運
行

時
間
は
。

　

６
便
の
２
ル
ー
ト
、

運
行
時
間
１
時
間
半
。

村長‥�観光利用から地域住民利用をメインに実施

詳細は
動画から
Check!

稲福　恭秀 議員

●コミュニティバス
実証実験拡充の目的は

起終点イオンライカムを出発するグスクめぐりん号

※
他
に
、浦
添
市
、中
城
村
、北
中

城
村
が
共
同
整
備
す
る
新
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
質
問
し
た



（11）

（第１０２号）

　

ま
ず
、
放
置
物
件

と
思
わ
れ
る
車
両
等

が
高
速
道
路
の
喜
舎
場
バ
ス

停
近
く
に
放
置
さ
れ
て
い
る

が
承
知
か
。

　

承
知
し
て
い
る
。

放
置
車
両
と
し
て
条

例
に
基
づ
き
対
応
を
予
定
し

て
い
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
村

内
に
同
様
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
か
。

　

村
内
の
同
様
な
ケ

ー
ス
に
つ
い
て
は
、

渡
口
集
落
内
に
２
台
、
中
学

周
辺
に
２
台
、
若
松
公
園
駐

車
場
に
２
台
、
屋
宜
原
民
地

内
に
１
台
、
中
部
徳
洲
会
病

院
に
１
台
が
あ
る
。

　

ゴ
ミ
ら
し
き
物
が

島
袋
と
沖
縄
市
の
与

儀
と
の
境
目
に
長
期
に
わ
た

っ
て
置
か
れ
て
い
る
た
め
に

沖
縄
市
民
か
ら
訴
え
が
あ
っ

た
が
。　

そ
の
ゴ
ミ
に
つ
い

て
は
迅
速
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

前
村
政
の
頃
か
ら

幾
度
と
な
く
こ
の
件

に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
た
。

県
と
の
交
渉
を
進
め
て
い
る

の
で
実
現
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
。

　

県
と
し
て
は
優
先

順
位
が
高
く
な
い
と

の
判
断
の
た
め
、
現
状
で
は

県
と
の
調
整
は
し
て
い
な
い
。

　

村
民
体
育
館
に
つ

い
て
も
問
題
が
あ
る

と
の
こ
と
で
何
度
か
質
問
を

行
っ
た
。
体
育
館
の
最
も
大

事
な
と
こ
ろ
は
床
だ
と
考
え

る
の
で
、
そ
こ
の
修
理
等
は

可
能
な
限
り
早
め
に
や
っ
た

方
が
よ
い
と
思
う
が
。

　

修
繕
主
体
と
な
る

佐
藤
工
業
と
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
９
月
を
目
処

に
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

予
算
が
あ
れ
ば
全

体
的
に
機
能
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
は
ど
う
か
。
例
え

ば
音
響
、
舞
台
、
床
、
駐
車

場
等
。　

体
育
館
の
修
繕
等

だ
が
、
ま
ず
舞
台
の

可
動
チ
ェ
ッ
ク
や
音
響
機
器

の
接
続
テ
ス
ト
は
毎
年
実
施
。

施
設
機
能
保
全
に
係
る
チ
ェ

ッ
ク
に
つ
い
て
は
ル
ネ
サ
ン

ス
と
協
議
し
て
実
施
し
た
い
。

　

前
村
政
の
頃
も
福

祉
農
業
に
つ
い
て
は

計
画
が
あ
っ
た
が
、
予
算
面
、

補
助
金
等
の
件
で
、
国
と
の

交
渉
は
現
村
政
で
も
行
っ
て

い
る
か
。

　

内
閣
府
が
所
管
す

る
沖
縄
振
興
特
定
事

業
推
進
費
を
事
業
者
が
要
望

し
て
お
り
、
現
在
内
閣
府
と

事
業
計
画
の
説
明
等
の
や
り

と
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

企
業
の
参
加
も
あ

る
か
。

　

（
株
）
E
M
研
究

機
構
が
事
業
主
体
者

に
な
る
。

福
祉
農
業
の
事
業
計
画

●村 
内
の
放
置
物
件
や

不
法
投
棄
に
つ
い
て

福祉農業予定地

比嘉　義弘 議員

詳細は
動画から
Check!

村
民
体
育
館
の

設
備
等
に
関
し

て

イ
オ
ン
と
徳
洲
会
病

院
に
架
か
る
高
架
橋

に
つ
い
て



（12）

（第１０２号）

　

2
0
2
4
年
以
降
、

返
還
が
予
定
さ
れ
て

い
る
ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ
地
区

を
視
察
し
た
岸
田
内
閣
総
理

大
臣
が
、
返
還
に
先
立
っ
て

緑
地
公
園
と
し
て
日
米
共
同

使
用
す
る
と
表
明
し
た
。
緑

地
公
園
と
は
ど
の
よ
う
な
公

園
か
。　

沖
縄
防
衛
局
か
ら

現
在
あ
る
家
屋
を
撤

去
し
て
、
現
況
を
活
か
し
た

緑
地
公
園
と
し
て
撤
去
可
能

な
東
屋
や
ベ
ン
チ
、
ト
イ
レ

等
を
設
置
予
定
と
聞
い
て
い

る
。

　

公
園
整
備
さ
れ
る

と
返
還
後
、
土
地
区

画
整
理
事
業
が
ど
う
な
る
か
。

ま
た
、
使
用
収
益
開
始
ま
で

長
期
間
に
わ
た
る
の
で
は
な

い
か
。　

返
還
後
の
跡
地
利

用
計
画
に
影
響
が
出

な
い
よ
う
な
緑
地
公
園
の
整

備
に
、
対
応
し
て
も
ら
い
た

い
と
防
衛
局
に
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ

地
区
と
一
体
的
に
開

発
を
計
画
し
て
い
る
サ
ウ
ス

プ
ラ
ザ
地
区
の
村
土
地
開
発

公
社
が
先
行
取
得
し
た
用
地

を
ど
う
す
る
の
か
。

　

サ
ウ
ス
プ
ラ
ザ
だ

け
開
発
す
る
と
な
る

と
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

は
該
当
し
な
い
。
市
街
化
調

整
区
域
の
編
入
含
め
て
非
常

に
厳
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

一
体
的
に
ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ

と
区
画
整
理
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
補
助
メ
ニ
ュ
ー
も
出

て
き
た
り
、
用
地
購
入
も
可

能
に
な
る
の
で
一
体
的
な
整

備
計
画
を
進
め
る
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　

サ
ウ
ス
プ
ラ
ザ
の

開
発
に
は
ロ
ウ
ワ
ー

プ
ラ
ザ
の
返
還
が
必
要
で
、

返
還
に
は
現
在
あ
る
家
族
住

宅
の
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
内
へ

の
移
設
が
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
村
に
は
移
設
先
の
場
所

や
い
つ
ま
で
に
完
成
す
る
と

い
う
情
報
は
那
覇
防
衛
局
か

ら
あ
る
か
。

　

移
設
先
は
、
キ
ャ

ン
プ
瑞
慶
覧
の
喜
舎

場
住
宅
地
区
の
上
で
今
回

1
0
9
棟
の
住
宅
を
作
る
と

聞
い
て
い
る
。
い
つ
完
成
す

る
か
は
ま
だ
未
定
で
あ
る
。

　

以
前
の
村
直
営
と
、

現
在
の
民
間
委
託
で

は
ど
の
程
度
の
経
費
節
減
に

な
っ
て
い
る
か
。

　

委
託
当
初
は
経
費

は
安
く
つ
い
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
ゴ
ミ
の
量
、
労
働

時
間
等
が
増
し
、
令
和
3
年

度
よ
り
委
託
料
を
増
額
し
た

の
で
経
費
の
節
減
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
３
０
０
万
円
の
上

乗
せ
が
あ
っ
た
委
託
料
だ
が
、

コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
ら
ど
う

な
る
の
か
。

　

こ
の
委
託
料
が
妥

当
な
数
字
か
積
算
業

務
を
入
れ
て
、
そ
の
中
で
根

拠
資
料
を
判
断
材
料
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

委
託
契
約
の
情
報

を
村
民
に
開
示
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

　

ち
ゃ
ん
と
し
た
資

格
が
あ
る
と
こ
ろ
し

か
委
託
契
約
は
で
き
な
い
の

で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
今
回

は
村
内
の
許
可
業
者
、
委
託

業
者
に
案
内
し
た
。

●キャンプ瑞慶覧
　ロウワープラザ地区
　　　　の返還について

開発を計画しているサウスプラザ地区

先行取得した
サウスプラザ地区
の土地について

資源ゴミ収集
業務委託ついて

伊集　守吉 議員

詳細は
動画から
Check!
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指
定
管
理
に
す
る

こ
と
で
ど
の
よ
う
な

成
果
が
あ
っ
た
か
。

　

指
定
管
理
へ
移
行

し
た
際
に
強
化
し
た

取
り
組
み
は
、
登
録
会
員
の

募
集
、
生
産
量
及
び
取
り
扱

い
品
種
の
増
、
販
路
の
拡
大

等
で
あ
る
。

　

補
助
を
行
っ
て
い

る
村
と
し
て
は
業
者

に
対
し
て
、
指
導
監
督
す
る

義
務
が
あ
る
と
思
う
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

し
お
さ
い
市
場
は

利
益
を
目
的
と
す
る

団
体
で
は
な
く
、
利
益
が
上

が
っ
た
場
合
出
品
す
る
農
家

に
還
元
す
る
こ
と
が
実
際
の

目
的
で
あ
る
。
村
と
し
て
は
、

し
お
さ
い
市
場
に
対
し
て
、

現
在
人
気
の
あ
る
品
種
と
か

情
報
提
供
す
る
こ
と
で
売
上

を
上
げ
て
い
け
る
と
考
え
て

い
る
。　

現
在
の
赤
字
額
は
。

　

約
８
０
０
万
円
前

後
の
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
て
い
る
。

　

村
と
し
て
事
業
者

と
協
力
し
、
赤
字
解

消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。

　

現
在
約
２
．４
倍
売

上
げ
は
上
が
っ
て
い

る
が
、利
益
率
が
少
な
い
。利

益
率
を
上
げ
る
と
農
家
の
理

解
も
必
要
と
な
る
。こ
の
辺

も
含
め
て
、し
お
さ
い
市
場
及

び
納
品
し
て
い
る
農
家
に
つ

い
て
も
情
報
提
供
を
含
め
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。

　

近
年
、
教
育
現
場

に
お
い
て
教
員
の
成

り
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
本
村
に
お
い
て
教
員
の

定
数
は
満
た
さ
れ
て
い
る
か
、

又
そ
の
要
因
と
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
。

　

教
員
の
定
数
は
小

中
学
校
と
も
欠
員
は

な
い
。
又
要
因
と
し
て
は
教

員
の
長
時
間
労
働
が
考
え
ら

れ
る
。　

教
員
の
働
き
方
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
た
か
。

　

就
業
時
間
外
の
電

話
対
応
を
減
ら
す
留

守
番
電
話
の
導
入
、
勤
務
時

間
が
超
過
し
て
い
な
い
か
ど

う
か
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
成
績
処
理
等
に
係
る

時
間
短
縮
を
目
的
と
す
る
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
部
活

動
の
外
部
指
導
者
に
関
し
て

も
今
後
検
討
す
る
。

　

教
員
の
仕
事
は
多

岐
に
わ
た
り
、
昨
今

で
は
コ
ロ
ナ
対
応
も
あ
り
長

時
間
労
働
を
解
消
す
る
に
は

厳
し
く
疲
弊
し
て
い
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
は
。

　

委
員
会
と
し
て
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

く
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。

教
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

　

ア
リ
ー
ナ
問
題
の

進
捗
状
況
は
。

　

検
討
委
員
会
よ
り

取
得
済
用
地
の
範
囲

内
に
規
模
を
縮
小
し
、事
業

計
画
、施
設
内
容
、利
用
方
法

等
の
見
直
し
を
図
り
、村
民

の
交
流
及
び
防
災
拠
点
に
資

す
る
施
設
整
備
と
し
て
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
が
有
益
で

あ
る
と
の
提
言
が
あ
り
、こ
れ

を
踏
ま
え
て
進
め
て
い
く
。

●指
定
管
理
と
な
っ
た

し
お
さ
い
市
場
の
赤
字
解
消
を

赤字解消が求められるしおさい市場

安里　道也 議員

詳細は
動画から
Check!

ア
リ
ー
ナ
建
設
事
業
を

見
直
し
早
期
実
現
を
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（第１０２号）

　

６
月
23
日
は
沖
縄

県
慰
霊
祭
。
ご
高
齢

や
コ
ロ
ナ
禍
で
摩
文
仁
が
丘

に
行
け
な
い
遺
族
の
方
に
は

複
雑
な
思
い
が
あ
る
。
平
和

を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
村

合
同
慰
霊
祭
を
考
え
る
時
期

で
は
。　

総
合
計
画
を
ど
う

踏
襲
し
て
い
く
か
。

様
々
な
具
体
的
事
務
量
等
、

話
合
い
の
最
中
で
基
本
的
に

は
前
向
き
に
実
行
し
て
い
き

た
い
。

　

部
活
と
し
て
平
和

継
承
サ
ー
ク
ル
、
後

継
者
育
成
、
風
化
さ
せ
な
い

平
和
を
考
え
る
サ
ー
ク
ル
等

の
部
活
設
置
は
可
能
か
。

　

県
、
村
、
学
習
も
、

学
校
生
活
、
活
動
全

て
が
児
童
生
徒
が
自
主
的
に
、

自
立
し
て
と
い
う
事
を
テ
ー

マ
に
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
今
後
平
和
は
大
切
な
教

育
で
す
の
で
、
助
言
を
生
か

し
な
が
ら
、
生
徒
、
子
ど
も

達
に
自
主
的
に
サ
ー
ク
ル
や

ク
ラ
ブ
が
あ
れ
ば
と
い
う
方

向
で
指
導
・
助
言
し
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
る
。

　

サ
ー
ク
ル
が
可
能

で
あ
れ
ば
、
講
師
の

外
部
起
用
、
部
活
顧
問
の
外

部
起
用
、
今
後
の
課
題
と
し

て
の
考
え
は
。

　

村
長
部
局
で
十
分

可
能
と
思
っ
て
い
る

が
人
材
バ
ン
ク
登
録
等
で
、

今
後
平
和
を
守
る
村
民
の
会

で
検
討
し
た
い
。

14
名
の
待
機
児
童
、

子
育
て
世
代
、
村
民

の
皆
さ
ん
が
一
番
知
り
た
い

の
は
、
入
所
申
込
時
に
待
機

し
て
い
る
方
と
か
等
、
皆
さ

ん
に
待
機
児
童
が
丁
寧
に
、

分
か
り
や
す
く
、
情
報
を
提

供
す
る
事
が
保
育
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
い
か
。
北
中
城
村
方

式
の
検
討
は
。
子
育
て
世
代

の
皆
さ
ん
は
、
日
々
子
ど
も

が
万
が
一
何
か
あ
っ
た
場
合
、

預
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ぜ

ひ
検
討
を
。

　

待
機
が
あ
る
状
況

で
預
け
ら
れ
な
い
保

護
者
の
皆
様
に
は
、
不
安
と

か
今
後
の
見
通
し
を
立
て
る

た
め
に
、
情
報
提
供
は
必
要

と
考
え
て
お
り
、
今
後
待
機

の
状
況
等
の
情
報
提
供
は
行

っ
て
い
き
た
い
。

　

村
子
ど
も
子
育
て

会
議
の
委
員
に
つ
い

て
は
、
困
っ
て
い
る
子
育
て

真
っ
最
中
の
方
を
構
成
委
員

に
配
慮
し
て
ほ
し
い
が
。

　

基
本
的
に
は
審
議

会
等
に
は
、
有
識
者

等
を
配
置
、
助
言
等
の
斟
酌

を
頂
い
て
い
る
が
、
今
後
登

用
に
つ
い
て
は
、
や
ぶ
さ
か

で
な
い
。

　

認
可
化
移
行
支
援

強
化
事
業
に
つ
い
て

の
実
績
は
。
公
費
も
確
実
に

投
入
さ
れ
、
行
政
の
指
導
助

言
も
入
り
、
村
長
の
考
え
て

い
る
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。
子

ど
も
達
の
保
育
幼
少
中
連
携
、

子
ど
も
達
の
見
守
り
、
地
元

に
根
差
し
た
子
育
て
応
援
、

認
可
外
か
ら
認
可
化
移
行
に

で
き
る
素
地
実
績
を
作
っ
て

ほ
し
い
。

　

活
用
事
業
は
な
い
。

新
規
の
子
ど
も
子
育

て
計
画
策
定
の
見
直
し
を
し
、

認
可
外
保
育
所
の
救
済
で
き

る
か
。
認
可
化
移
行
支
援
等

に
つ
い
て
可
能
か
斟
酌
し
て

い
き
た
い
。

●村 合同慰霊祭を

「認可化移行支援事業」を活用し実績づくりを

山田　晴憲 議員

詳細は
動画から
Check!

平和を考える
サークル部活設置を

子育て応援を
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　公職選挙法改正により選挙公営制度拡大に伴い、議員選挙及び村長選挙におけ
る立候補の機会均等を図るため制定されました。北中城村でも幅広い世代の議会
への参加、女性議員のなりて不足等さまざまな問題があり、今後急激な社会情勢
の変化にも対応できることが必要です。議会としても議会基本条例を約5年をか
け制定しました、これからの北中城村のため選挙運動の公費負担に関する条例と
合わせて議会の透明性と活性化を実行していきます。

公費負担の種類と限度額公費負担の種類と限度額
（１）選挙運動用自動車の使用（１）選挙運動用自動車の使用

（２）選挙運動用ビラの作成（２）選挙運動用ビラの作成

（３）選挙運動用ポスターの作成（３）選挙運動用ポスターの作成

区　分 公費負担の対象 公費負担の限度額 備
考

１ �一般乗用旅客自動車運送事業者との一般
運送契約（ハイヤー等の借上げ）

選挙運動用自動車として使用された各
日の料金の合計額（1日1台に限る）

1日あたり32,250円
その各日の合計額 １

の
契
約
と
２
の
契
約
は
選
択

２
　
そ
の
他
の
契
約

①�自動車の借入れ契約
　（レンタル、個人、会社等からの借上げ）

選挙運動用自動車として使用された各
日の料金の合計額（1日1台に限る）

1日あたり7,900円
その各日の合計額

②�燃料の供給契約 選挙運動用自動車に供給した燃料の代
金（確認を受けた金額）

1日あたり3,780円
その各日の合計額

③�運転手の雇用契約 選挙運動用自動車の運転に従事した各
日の報酬の合計額（1日�1人に限る）

1日あたり6,250円
その各日の合計額

公費負担の対象 作成単価の上限 作成枚数の上限

1枚あたりの作成単価�と�①の少ない方の額
×

作成枚数�と�②（又は③）の少ない方の枚数
1枚あたり7円51銭…① 【村長】� 5,000枚�…�②

【議会議員】� 1,600枚�…�③

公費負担の対象 作成単価の上限 作成枚数の上限

作成単価�と�①の少ない方の額
×

作成枚数�と�②の少ない方の枚数
１枚あたり1,250円…　① 23枚　…　②（ポスター掲示場数）

北中城村議会議員及び北中城村長選挙に
おける選挙運動の公費負担に関する条例

（第１０２号）
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　6月定例議会において北中城村議会基本条例が可決しました。これまで約 5年　6月定例議会において北中城村議会基本条例が可決しました。これまで約 5年
をかけ議論、先進地視察などを行いようやく条例制定にこぎつけ、これから議員をかけ議論、先進地視察などを行いようやく条例制定にこぎつけ、これから議員
で運用していくことになりました。これまでは北中城村議会規則等を規範としてで運用していくことになりました。これまでは北中城村議会規則等を規範として
きましたが、上位法である北中城村議会基本条例制定によりこれまで以上に村民きましたが、上位法である北中城村議会基本条例制定によりこれまで以上に村民
に信頼される議会が求められることになります。現職の議員はもちろん改選後のに信頼される議会が求められることになります。現職の議員はもちろん改選後の
議員もこの北中城村議会基本条例に則り行動する義務が生じることになります、議員もこの北中城村議会基本条例に則り行動する義務が生じることになります、
村民もこの北中城村議会基本条例を理解し議員は何をおこなっているか知る必要村民もこの北中城村議会基本条例を理解し議員は何をおこなっているか知る必要
もあります。これまで北中城村議会では夜間議会の開催、本会議のライブ及び録もあります。これまで北中城村議会では夜間議会の開催、本会議のライブ及び録
画配信をおこなっています、これからも北中城村議会では村民が議会に関心を画配信をおこなっています、これからも北中城村議会では村民が議会に関心を
持ってもらうように北中城村議会基本条例を基に取り組んで行きます。持ってもらうように北中城村議会基本条例を基に取り組んで行きます。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
員
し
て
最
後
の
務
め

と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
４
年
間
振
り
返
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、
ス
ペ
イ

ン
風
邪
以
来
百
年
ぶ
り
の
惨
事
と
も
言
わ

れ
、
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
感
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
だ
、
日
常
が
見
え
な
い
中
、
今
年

の
２
月
に
起
き
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
大
き
な
悲
劇
が
起
こ
り
、
平
和
が
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
復
帰
50
年
を
迎
え
た
沖
縄

は
、
沖
縄
戦
の
記
憶
は
風
化
し
つ
つ
あ
り
語

り
部
の
継
承
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
、
さ
ら

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
、
我
が
国
は
、
国
民

世
論
を
巻
き
込
ん
だ
憲
法
改
正
論
が
加
速
し

て
い
ま
す
。
地
上
戦
を
経
験
し
た
沖
縄
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
惨
事
を
み
て
、
戦
争
体
験
者
か

ら
77
年
前
を
思
い
起
こ
す
そ
う
だ
。

　

台
湾
有
事
を
あ
お
り
宮
古
、
八
重
山
に
ミ

サ
イ
ル
を
配
備
し
ミ
サ
イ
ル
の
要
塞
化
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
軍
事
力
を
つ
け
て
平

和
は
守
れ
ま
せ
ん
。
い
っ
そ
う
緊
張
感
が
高

ま
る
ば
か
り
で
戦
争
に
よ
る
勝
者
は
い
ま
せ

ん
。
沖
縄
が
危
な
い
。
沖
縄
県
民
は
危
機
管

理
意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　

今
年
は
選
挙
の
年
、
選
挙
権
が
有
る
訳
だ

か
ら
権
利
を
行
使
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
誰

が
県
民
の
代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
か
を
、
沖
縄

は
本
土
の
防
波
堤
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　

広
報
副
委
員
長　

稲
福
　
恭
秀

4 年間切磋琢磨して編集をおこなってきました4 年間切磋琢磨して編集をおこなってきました

北中城村議会基本条例北中城村議会基本条例

第19期議会広報調査特別委員会第19期議会広報調査特別委員会


